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１．研究目的 
グラジエントフローに基づく鈴木の方法により、クォークを含む (2+1)-flavor QCD で
くりこまれたエネルギー運動量テンソル等の QCD熱力学量の計算を行う。重いクォー
ク質量領域での状態方程式やカイラル凝集の研究を拡大し、物理点での研究や、他の熱

力学量の研究を実行する。 
 

２．研究成果の内容 
重いクォーク質量領域での一連の補助的解析を

遂行して研究を完成させ、論文を発表した。 
それを発展させて、物理点での試験研究を行

い、状態方程式やカイラル凝集について、クォ

ークが重い場合とほぼ同様に有意な計算が可能

であるという中間結果を得た。ただし、格子化

誤差が大きい傾向があり、高統計と精密な系統

誤差評価が必要である。クォーク質量が小さい

効果に加え、格子間隔がやや粗いことが作用し

ているものと思われる。 
並行して、クォークが重い場合に、エネルギー運動量テンソルの相関関数の研究を開

始した。また、グラジエントフロー法を用いた SU(3)ゲージ理論の潜熱の研究も行っ
た。これらの中間結果を Lattice 2017等で報告した。 
 

３．学際共同利用として実施した意義 
フェルミオンのグラジエントフロー計算では、記憶容量が大きいことが計算時間に重

要で、HA-PACSの特徴とマッチしていた。他方、研究の基本となる有限温度配位の生
成では COMAが有利で、両者を備えた計算科学研究センターのプラットフォームがこ
のプロジェクトに適していた。 
 

物理点における状態方程式 
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４．今後の展望 
次の段階では、重いクォーク質量領域で異なる格子間隔で同様の計算を行い、連続極限

を取り、同時に物理点での精密な結果を目指して統計を上げる。 
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使用計算機 使用計算機

に○ 

配分リソース※ 

当初配分 追加配分 

HA-PACS/TCA ◯ 25440 6400 
COMA ◯ 153600  
Oakforest-PACS    
※配分リソースについてはノード時間積をご記入ください。 

 


